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この度はMODELLISTA リヤインフレーティングシェルをお買い上げ頂き誠に有難うございます。
本書は本商品の取り付け、取り扱いについての要領と注意を記載してあります。
取り付け前に必ずお読み頂き、正しい取り付け、取り扱いを実施してください。
なお、本書は必ずお客様にお渡しください。

・最新の適合情報はMODELLISTA カタログサイトをご覧ください。https://www.modellista.co.jp/

No,T007

取付・取扱要領書
リヤインフレーティングシェル

MSD16－48001

MODELLISTA

★ 本商品は未登録車への取り付けは出来ません、取り付けは車両登録後に行ってください。

適合車種 型式 年式 備考

MSD16-48001 RX TALA1#, TALH17, AALH1# ’22.10～

品番

■ 品番 ・ 適合車種

■ 構成部品

■ 構成部品図

リヤインフレーティングシェル 1
1
108867-00220
1

型紙
PACプライマー
取付・取扱要領書 本書

N-200

部品名 品番No.

①

数量 備考

②
③
④

① ②

③ ④
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脱脂作業について (別添の脱脂作業要領も参考にしてください。)脱脂作業について (別添の脱脂作業要領も参考にしてください。)

本商品への改造・加工、及び適合車種以外への装着は、重大な事故や故障を招くおそれがありますので
絶対に行わないでください。
本商品の取り付け・交換は、該当車両の修理書 (トヨタ自動車㈱発行 )に従い、本書の注意事項を守り
作業を行ってください。

本商品を取り付け前に、本体・構成部品がすべて揃っていること、損傷や不具合が無いことを確認して
ください。取り付け後に発覚した損傷や不具合のクレームには、対応できない場合があります。
本商品の取り付けは、キズ付き防止のため保護シートの上で取り扱いを行ない、同時に取り付け部位を
保護材にて養生をした上で作業を行ってください。取り付け作業時のキズ付きや破損に十分に
注意してください。

脱脂作業を行う際は、清潔なウエスを使用して、イソプロピルアルコール（IPA）を使用し、上記以外
の溶剤は絶対に使用しないでください。
脱脂作業にボディーコーティング等の下地処理剤や、パーツクリーナー、ブレーキクリーナーなどの
溶剤は絶対に使用しないでください。正しく脱脂が出来ず浮き、剥がれの原因となります。

取り付けが終わったら取り付けが終わったら
取り付け後、本商品と車両との干渉が無いことを確認してください。

両面テープについて両面テープについて
脱脂作業を怠ると両面テープを接着しても剥がれます。
両面テープは一度貼り付けてから剥がしますと、接着力が低下しますので再貼り付けはできません。
本商品の両面テープは、環境温度が20℃以下の低温時には接着能力が著しく低下します。
温度が足らないと両面テープが剥がれます。
両面テープの圧着は49N(5kgf) 以上 ( 車両が軽く揺れる程度 )で確実に行ってください。
圧着が足らないと両面テープが剥がれます。
本商品の取り付け後24時間は、洗車や水 (水拭きを含む )・雨などが、かからないようにして
ください。装着後の注意事項を守らなかった場合、製品の浮き、剥がれの原因となります。

取付上のご注意　(取付作業者の方へ)
作業を行う前は必ずお読みになり、安全で確実な取り付け作業を行ってください。

注意事項を守らないで、誤った取り付け・取り扱いを行うと事故につながったり、
ケガをしたり、車両を損傷する等のおそれがある事を記載しています。

スピーディに作業していただく上で知っておいていただきたいことを
記載しています。

この警告に従わず、誤った取り付け・取り扱いを行うと生命の危険または、
重大な傷害等を負う可能性がある内容について記載しています。

やってはいけないこと 必ず行っていただくこと
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■ 目次

■ 取り付けに必要な工具・保護具・消耗品

■ 保証について

・軍手・保護シート・マスキングテープ・養生テープ
・イソプロピルアルコール（ＩＰＡ）・清潔なウエス

本商品は、３年・６０,０００Ｋｍの保証を実施致します。
（３年または６０,０００Ｋｍ走行時点のいずれか早い方まで）
※保証の詳細はMODELLISTAパーツカタログサイト＜https://www.modellista.co.jp/＞
「保証について」をご覧ください。

品番・適合車種、構成部品、構成部品図 …………………………………… 1

取付上のご注意（取付作業者の方へ）………………………………………… 2

目次、取り付けに必要な工具・保護具・消耗品、保証について、取付構成図 ……… 3

取付準備、取付要領 ……………………………………………………… 4～ 6

取付完了後の点検・注意事項 ………………………………………………… 6

■ 取付構成図

リヤインフレーティングシェル

KK-AN-001
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1.	バックドアパネルに型紙：LHを貼り付ける。
2.	同様に型紙：RHを貼り付ける。

3. リヤインフレーティングシェルの端末を型紙
に合わせ養生テープで仮固定する。

型紙： LH

バックドアパネル

図は LH側を示します
（RH側も同様）

バックドア
パネル

BB

R止まり

型紙： LH
A-A 断面

B-B 断面

A

A

R止まり

R止まり

バックドアパネル

型紙： LH

バックドア
パネル

型紙： LH

R止まり

KK-AR-A01

■ 取付準備、取付要領

図の要領で型紙に記載の △ をバックドアパネ
ルのRエンドに合わせて貼り付けてください。

□ リヤインフレーティングシェル取付準備

型紙： LH

バックドア
パネル

形状に
合わせる

形状に
合わせる型紙： LH 型紙： RH

型紙： RH
養生テープ

リヤインフレーティングシェル

形状に
合わせる

形状に
合わせるリヤインフレーティング

シェル
リヤインフレーティング
シェル

KK-AR-A02

図の要領でリヤインフレーティングシェルの
端末を、型紙に記載の ↑ に合わせて仮固定
してください。
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5.	リヤインフレーティングシェルを取りはずす。

この後、リヤインフレーティングシェルを取
りはずして再取り付けする際、ここで貼り付
けたマスキングテープを位置決めに使用しま
す。マスキングテープはリヤインフレーティ
ングシェル外周に沿って正確に貼り付けてく
ださい。

4.	リヤインフレーティングシェル外周に沿って
マスキングテープを貼り付ける。マスキング

テープ

リヤインフレーティングシェル

マスキング
テープ

バックドア
パネル

隙間に入らない
ように貼り付ける

バックドア
ガラス

KK-AR-A03

1.	リヤインフレーティングシェル裏側の離型紙
の端末（12箇所）を30mm 程度めくり、表
側へ折り曲げてマスキングテープで固定する。

離型紙

マスキングテープ
＜表側＞

離型紙の端末×12

リヤインフレーティングシェル（裏側）

KK-AR-B01

マスキングテープがバックドアガラスとバッ
クドアパネルの隙間に入らないように貼り付
けてください。

□ リヤインフレーティングシェル取付要領

マスキングテープ

プライマー塗布範囲

KK-AR-A04

6.	イソプロピルアルコール（IPA） を使用し、プ
ライマー塗布範囲を一方向に拭いて脱脂する。

 ・	イソプロピルアルコール（IPA） を使用す
る際は、火気に充分注意してください。

 ・	プライマー開封前に、必ずプライマー使
用要領を読んでください。

 ・	プライマーを塗布する際は、プライマー塗
布範囲からはみ出さないように注意してく
ださい。

 ・	プライマーが塗布範囲外に付着した場合
は、直ちにイソプロピルアルコール（IPA） 
で拭き取ってください。付着してしまい
ますと変色することがあります。

7.	プライマー塗布範囲（脱脂した範囲）にプラ
イマーを塗布する。

脱脂後は10分以上乾燥させる。
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3.	離型紙の端末（12箇所）を番号順に矢印方
向へめくりながら、両面テープ部（12箇所）
を49N（5kgf）以上で圧着する。

2.	リヤインフレーティングシェルを位置決めし、
養生テープで仮固定する。

端末部は圧着が不足していると、浮きの原因
となりますので、確実に加圧してください。

離型紙が剥がせなくなるため、この時点では
圧着しないでください。

4.	養生テープ、マスキングテープ及び型紙を全
て剥がす。

5.	きれいなウエスをあてがい、再度均等に全面
を加圧する。

こすりつけるような加圧は、剥がれ・傷付き
の原因となりますので上から押し付けるよう
に加圧してください。

 1.	製品全周に渡り、浮き・剥がれ等、無いことを確認する。

 2.	車両及びリヤインフレーティングシェル廻りに傷が付いていないことを確認してください。

■ 取付完了後の点検・注意事項

株式会社 トヨタカスタマイジング＆ディベロップメント
MODELLISTA 商品問い合わせ窓口

TEL:050-3161-1000
https://www.modellista.co.jp/

両面テープの接着力は安定するまで３～５時間程度必要です。
製品の取り付け後は、最低３時間程度、強い振動や風圧（車両の移動を含む）が、
掛からないようにオープンタイム（静止時間）お取りください。

両面テープは十分に圧着してください。圧着が不十分な場合、浮き・剥がれ等の症状が発生し
脱落などの重大な不具合が発生する可能性があります。
両面テープ接着後、24 時間以内は雨・洗車等で接着部に水が掛からないようにしてください。
接着力が低下し、剥がれ・脱落等が発生する可能性があります。

ウエス

リヤインフレーティングシェル

KK-AR-B03

64213

10879

5

1211

マスキングテープ

リヤインフレーティングシェル

仮固定（養生テープ）

圧着 圧着 圧着 圧着

KK-AR-B02
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2209-SIN


